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＜連絡事項＞

入社式について

平成２３年４月1日（金）１３：００～メンタルケア病棟４階千葉記念講堂にて行います。

出席職員はユニフォーム・ネームプレート着用の上、１２：５０までにホールに集合し、着席
して下さい。
　3/28・29・31に集団栄養教室をリハプロ内で実施します。

　当日は西病棟ミーティングルームで行いますので当日誘導についたスタッフは間違わないで下さい

対象者→3/28　Ａグループ…河原木　泰志様・佐々木　悦子様

　　　　　　　Ｂグループ…蝦夷森　重男様・長谷川　陽一様

　　　　3/29　Ａグループ…若松　澄子様

　　　　　　　Ｂグループ…安達　貴浩様・本田　英之様

＜患者様連絡事項＞

・川村　敏也様～日赤病院皮膚科受診されています。状態改善してきている事から今後の受診は

不要とのことでした。14時に西Ｂユニットへ移動となっています。

・外山　尚武様～精神状態が安定せず、夜間も睡眠が確保できていない事からレボトミン（５０）1Ｔ　1×vds　7日分処方となっています。引き続き、精神状態・睡眠状態の観察を行って下さい。

・大石　武男様～排便－４日確認出来ないことから、本日の寝る前よりセンナリド２錠が臨時で

　　　　　　　　７日分処方となっています。排便の確認を行って下さい。

・天間　康弘様～シンラック１本処方となっています。今後、排便－３日なければー4日目にシンラック２０滴服用の予測指示あります。排便状況の確認をお願いします。

・坪　邦俊様～本日も排便なく－４日となっています。予測指示のシンラック40滴を本日の夕に

　　　　　　　服用させて下さい。腹部膨満感の有無確認を行って下さい。

・小田　沙耶加様～終日隔離は継続で行っていきますが、スタッフがつけるのであれば開放観察

を行って下さいとの指示あります。依然、陽性症状・興奮等見られる為テパゲンＲ（２００）2T　2×朝・夕　4日分処方となっています。陽性症状・興奮状態の観察をお願いします。本人の私物を本日Cユニット倉庫へ移動しました。電話・ＣＤは許可となっていますが、ＣＤについては時間を決めて聞いていただくようにしましょう。

本日も時折、興奮、何度かドアを叩いたり蹴ったりすることが見られている。引き続き、陽性症状・興奮状態の観察・介入を行って下さい。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・清水　徹様～排便困難訴えありシンラック液1本処方となっている。

＜隔離室入室患者様＞

・畑中　成夫様～衝動行為はないも、妄想発言が聞かれている。本日は、コーヒーをかけたり

　　　　　　　　服薬時に水掛けする事はない。今後も衝動行為に注意して対応・対面していき

ましょう。

＜要注目患者様ケース検討＞

・外山　尚武様～開放観察中はホールに出てきてテーブルをなぞる行為見られています。介入し

たスタッフには握手を求めたりされています。昨日スタッフに対し、粗暴的となる事があったが、本日は見られず。引き続き開放時、衝動行為に注意し、介入を行って下さい。

・川井　麻都香様～朝にイライラ感の訴えあり、その後壁に向かって行こうとする事が見られています。今回服用の有無問うと「いらない」と発言ある為服用はさせていません。衝動的な行動の際、苛々したときに止めてくれるスタッフがいるのを確認してから暴れていると思われる事もあるため、本人の訴えは傾聴し、過度とならない様な介入とならないよう、統一した対応をしていきましょう。

・池野　功一様～本日もＣユニット7号室で過ごして頂いています。

　　　　　　　　部屋の中ではシャワーノブやトイレへ座られて過ごす事あります。窓の外を見

るよう促すも、障害物があった為直ぐ座られている。引き続き時間と状態を見

て部屋になれるように関わりを持っていきましょう。

・松橋　清子様～朝食後薬時「毒を混ぜられた」と興奮強く何度も易怒的口調で詰所へ来られて

います。その後話を傾聴する事で興奮はおさまり服薬されています。服薬にてして、妄想が強いため、服薬継続できるような介入を行っていきましょう。

・高橋　栄子様～腹部膨満感あり。経口内服の利尿剤に反応し、尿量700mlあり。排便も見られている。引き続き、朝の腹囲測定をしていきましょう。

　　　　　　　　仙骨部に発赤あり、悪化しないよう体位交換をし、観察を続けていきましょう。面談の件は、まだ家族に連絡がとれていない為、引き続き家族に連絡をし、家族の希望等を確認していきましょう。

・木村　慶喜様～月曜日の10時に面談予定としています。面談に入るスタッフは糖尿病について

の説明をプリントしカルテに挟めておきますので説明をお願いします。現在空

腹感の訴え多く聞かれています。必要であれば今後の対応について主治医に情

報提供していきましょう。

・坪　邦俊様～昨日の口腔衛生指導時に歯槽膿漏あり。口腔内の清潔が保持されるようケアの

　　　　　　　指導・援助を行っていきましょう。

＜各病棟役割分担の達成についての報告、次年度に向けての対策、検討＞

・病棟方針遂行係り、病棟業務遂行係り、服薬管理安全管理促進係り

→具体的活動内容が掴みにくく、活動においても積極的な活動がむずかしかった。

・次年度に向けて役割分担項目について、再検討してはどうか。

・担当スタッフにおいても病棟役割分担が重ならないよう検討してほしい。

＜各担当より＞

・口腔衛生義歯管理

　今年度実施した、歯科衛生士による口腔衛生指導は患者様より、興味を引く企画だったので

次年度も継続し企画できる様検討していく事と、患者様自信の口腔衛生自己管理の評価も行って

いきたい

・記録物チェック係り

　毎月、50名分のカルテチェックは、時間を要する。

本来、看護記録については看護業務であり、法的書類であるため、記録監査については、看護スタッフが行うべきであり、2名で行っているため、時間を要する。

担当は看護スタッフのみにして欲しい。記録物チェック係りと記録監査係りとは別にしてほしい。

・環境整備

今後、Ａユニットの病室環境整備についてプログラム内での時間も活用しながら、指導も含め

た支援を行っていきたい。

　Ａユニットのトイレについて、汚染頻度が多いため雑務員の方ともう少し連携を図りたい。

